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The purpose of this study was to €xamine statistically the students' self image of ponderesity and

their physiqu€. The subjects surveye d werc 1272 males from The university of Tokyo. The resrlts were

as follows:

l. Their self-image of ponderesity was arranged in 3 stages. Those who answered "fat" was 38%,

"normal" was 34% arrd "lezn" .was 2870 of total. Contrasting with data collected in 1973, those who

answerd "lean" decreaxdby 2UVo ar.d those who answred "fat" were more than those of 15 years ago.

2. Contrasting the regression line of actual weight on heiSht in 1988 with that it 1913, lhe

former line was above the latter. But contrasting both at every stage of self-image of ponderesity (3ee

No.l), the former was below the latter. That is, in 1988, the students were inclined tojudge themselves

to be more "fat" than those of l5 years ago.

3. The ideal weight in the 1988 study was nearly in accordance with that of 1973. It was shown

that the ideal weight(y) on height(x) wa5 given by y = 0.8 (x -93).
4. In the relation between t-lle regJession line of weight on height and the regession line of the

ideal weight on height, it showed that both weights were identical at about 170 cm height, but that the

ideal weight was more than the actual weight at over 170 cm height.
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!. 研究目的・方法

ききに,東京大学入学生男子の昭和30年・43年

・ 50年 。60・ 61年の体格について分析 し,身長に

対する体重の回帰直線によって同一身長下におけ

る体重の大小を比較 した結果,こ の30年間で 5k9

程度体重のつきが上回 ってきているという統計的

事実を認めた1)。 それでは,自分の体重のつき 。

肥痩についてはかれらはどのように評価するであ

するであろうか。またこの評価 と自分の理想 とし

てもつ体重値 との関係はどのようなものであろう

か。これらの分析結果を15年前のそれと比較しつ

つ論 じてみたい。これが本研究のねらいである。

方法は,質問紙法による調査によった。

調査対象は,昭和62年度東京大学 1。 2年生男

子 1.272名 である。

調査時期は,昭和62年 7月 である。

質問形式は,肥痩の自己評価については ,

あなたは,ご自分ではも、とっている 。やせ

ているについてどのように評価 されますか。

どちらかといえば

やせている    やせている    `、 つうである

①        ②        ③

「普通であるJ「どちらかといえば肥っている」
「肥っている」と評価する者の割合が多 くなって

いる,と いうことである。いま,「痩せている」

および「どちらかといえば痩せているJを合わせ

て「痩の側Jと し,「肥 っている」および「どち

らかといえば肥っている」を合わせて「肥の側」
とすると,46・ 47年調査では痩の側から肥の側へ
59:23:18%で あり,「およそ 6割の者は自分の

体つきを細め・痩せている方に考えており, 2割
の者は肥 っている方に考えており,残りの 2割の

者は肥っても痩せてもいない,平均的な体つきで

あると考えている
3)」

ゎけであるが,今回の62年

調査ではこれが38:34:28%と ,4割弱の者が痩
の側へ, 3割弱の者力期巴の側へと変わってきてい

る。この15年で,痩の側への自己評価が20%減り,

普通段階へのWfEIお ょび肥の側への自己評価がそ

れぞれ10%増えている。

この62年の38:34:28の結果を女子の同様な調

査の25:35:40%と いう結果りと比較すると,痩

どちらかといぇば

ふとつている   お、とっている

④        ⑥

によった。自分の理想 とする体重については,

あなたは,ご自分ではどの位の体重が理想

ですか。

自分の理想 とする体重 (  )k9
によった。

2 結果・ 考察

ll}肥痩の自己評価

「やせているJか ら「ふとっている」まで,肥
痩の自己評価 5段階の人数分布を示 したものが図

1である。これをみると,今回の昭和62年調査の

結果は,昭和46年おょび47年調査の結果2)に
比 し

て,①および②の段階の割合が減少 し,逆にその

分だけ①④⑤の段階の割合が増加している。すな
わち,62年調査は,46・ 47年調査に比して,自分
を「痩せている」あるいは「どちらかといぇば痩
せているJと評価する者の割合が減 り,自 分を
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図 1 肥痩自己評価 5段階別人数分布(%)
― 昭和46・ 47年 と昭和62年の比較―



の側へ自己評価する者が減ってきたとはいえ女子

に比べて13%多 く,ま た肥の側へ自己評価する者

が増えてきたとはいえ女子に比べて12%少ない。

しか し,図 1の下に示すように,昭和46・ 47年の

結果が昭和46年 と昭和47年の両年のそれほど違わ

ない傾向か らのものであることを考慮すれば,今

回の調査から,男子学生の肥痩意識において自分

を痩側から肥側へと評価する傾向がみられる,そ

れだけこれまでより女性の肥痩意識の方向へ近づ

いている,と いえる。

(2)肥痩の自己評価 と身長・体重平均値

いま肥痩の自己評価において肥側への評価に ド

ライプがかかってきたことをみたが,は じめの研

究目的のところで述べたように,以前に比べて,

東京大学入学生の身長に対する体重のつきが回帰

直線でみて多 くなってきているという統計的事実

から,こ の ドライプは当然のことではあるまいか

という疑間が生 じて くる。

表 1・ 表 2は ,全体および肥痩自己評価 5段階

別の身長・体重の各平均値である。はじめに,表
1についてみる。全体 1.272名の平均値は,身長

1714m,体重 (現実の体重 )622k9,自 分の理

想とする体重 626k9である。現実の体重と自分の
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理想とする体重 とは相近い平均値を示 している。

これは,表 2にみる,602k9と 60 5kOと 相近いの

と同様である。

表 1の肥痩自己評価段階ごとの平均値をみると,

身長では①が 173 1 cmと いちばん高 く,⑤へ行 く

に従 って低 くなり⑤では 1696mと ,35mの 傾

斜を示す。体重では①の559k9か ら○の737k9ヘ

と,段階ごとに平均 35k9増・ 25k9増 。50k9

増 。6 8ke増 を示す。この体重 (現実の体重 )平

均値の段階ごとの増分の大きさに比べると,自分

の理想とする体重の段階ごとの平均値の変動は小

さく,いちばん低い③の616k9か らいちばん高い

⑤の649k9ま で3 3kgの 幅を示すにすぎない。と

はいえ,同時に,段階ごとの現実の体重および理

想とする体重の標準偏差が 1,272名全体の標準偏

差に比べてそれほど顕著にイヽさくなってはいない

ことから,同一段階といってもその分布はかなり

広 tヽ ことがわかる。

次に,表 2によって,47年値と62年値を比較し

ながらながめてみると,全体では,身長 2 cm・ 体

重 2k9・ 自分の理想とする体重 21k,の増を示す。

評価段階ごとにみると,身長では段階⑤以外は

16¨～33mの増を示し,体重では段階⑤で

表 1 肥痩自己評価 5段階別身長・体重の平均値

肥痩自己評価
身  長   体  重  自分の理想と

cl      k9   する体重 k9

痩

1,272

86

268

431

269

218

1714

55

1696

50

1707

56

1705

49
1728

55

1731

60

622

76

737

88

669

66

619
54

594

53

559

54

626

63

649

67

628

66

61 6

61

632
62

625

64

04

55

-88

51
-41

32
-03

29

38
35

66

35

(各欄の上側の数字は平均値,下側の数字は標準偏差を示す。 )

人  数

人
差

全体

肥  ⑤

l④

③



表 2 肥痩自己評価 5段階別にみた身長・体重の昭和47年 と昭和62年の比較

肥  痩   身

自己評価  47年
長  cm

62年  62-47
重

６２

体 ko   自わ 理想とする体重 k9

62-47   47     62    62-47

鉢
⑤
④
③
②
①

肥

―

‐
　

，―

痩

1694   1714

1695   1696

1689   1707

1689   1705

1697   1728

1698   173 1

622  ■20
737  -25

669  +02
619 +o4

594 +09

559 +06

605    626   +2 1

646    649   +03
611  628  +17

603  616 +13
601   632  +31

602   625  +23

+20

+01
+18
+16
+31

■33

602
762

667
61 5

585

553

2 5kOの 減,そ のほかの段階で 02～ 09k,の増

を示す。全体の場合の平均値が 20k9増であるの

に,各段階にふみこんでみるとこのように減もし

くは小さな増しか示さないということは,肥痩の

自己評価において,段階ごとにそれぞれの分布を

もちながらも,た とえば前回②と自己評価 された

と同じ身長・体重であっても今回は①に自己評価

する,つまり,同一の身長・体重を前回に比べて

今回の方が上の段階に評価する傾向がある。とい

うことをものがたっているものといえよう。

したがって,今回調査の肥痩自己評価において

前回調査に比べて痩→肥の方向への ドライプがか

かつているのをみたが,それは,身長に対する体

重の付きが大きくなっていることから結果するも

のではない:と いうことが看取されよう。

3)肥痩の自己評価 と回帰直線

こんどは身長と体重 とを別々にみないで,身長

と体重の相関係数を算出 し,こ れか ら身長に対す

る体重の回帰直線を導出してみる。表 3がこの結

果である。

まず,身長 と現実の体重の関係についてみる。

昭和62年全体の,身長に対する体重の回帰直線は

?=061X-424である5)。 図2は ,こ の回帰直

線と昭和47年の回帰直線とを比較 したものである。

表 3 身長と体重の相関係数および身長に対する体重の回帰直線

肥痩自己評価
 人  数

62  生F

回 帰 直 線  人

昭 和

相関関数

昭 和 47
数 相関係数

年

回 帰 直 線

肥

―
―
　

―

痩

回

帰

直

線

現
在
の
体
重
の

鉢
⑤
④
③
②
①

肥
―
１
　

１
，
痩

体
重
の
回
帰
直
線

自
分
の
理
想
と
す
る

全体

⑤

④

③

②

①

1,272

86

268

431

269

218

1,272

86

268

431

269

218

0442

0433

0765

0773

0780

0739

0.690 ?: o.eo x - za.s

0.614 ?: o.azx t t.z
0.7 44 ?: o.aex-az.a
0.726 ?: o.go x - gr.g

0.685 ?: o.zs x oo.a

0.7 46 ?: o.ao x - zo.o

=061X-424
?: o.zo x -ss.z
?:o.sox-eo.z
?: o,ss x ae.o

? : o.tsx -to.z
?: o.oz x -oo.r

515

25

77

113

132

168

0438

0 508

0563

0659

0687

0693

515     0758

25    o879

77    0734

113     o785

132     o786

168    o829

Y=067X-533

Y=093X-814

Y-072X-541

Y=076X-669

Y-085X-854

Y=075X-715

Y=079X-728

Y-105X-1125

Y=071X-581

Y=076X-672

Y=089X-9o3
Y=o89X-916
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―――身長に対する.

――――身長に対する,

現在の体重の回帰直線

自分の理想とする体重の回帰直線

図 2 身長に対する体重の回帰直線

図の実線がそれである。62年の回帰直線の方が47

年の回帰直線の上側にある。上側にあるというこ

とは,つ まりそれだけ同一身長で比較して体重が

多いことを示 し, じっさいに,身長 160m,170

cn, 180mの場合の体重をそれぞれの回帰直線に

入れて計算 してみると,こ の順で,47年値は 539,

606,673k9,62年値は552,613,674k9と な

る。62年値の方が47年値に比べて 13,07,01
k9それぞれ多い。 さきに47年値か ら62年値へ体重

平均値の 2 0kg増 をみたが,こ の差は身長の伸び

によるところ力`大きく,こ のように回帰直線によ

って同一身長で比べてみると,身長の大小の位置

によっても異なるが,身長平均値 のあた りでは

07k9増であることがわかる。

次に,肥痩自己評価段階ごとの,身長に対する

体重の回帰直線についてみてみる。ここでは,そ

れだけ身長と体重の比例関係が段階をこみにした

全体よりも強まっていることか ら,相関係数は段

階⑤は別 として074～ 078と高い値を示している。

段階⑤はそれだけ比例関係が うすい,つ まり身長

・体重にみる体の似通い方がうすいということを

示 している。回帰直線 も勾配が 067～ 090と多少

の緩急はみられるが,段階をこみにした回帰直線

の勾配を上回っている。

この 5本の回帰直線がおたがいにどの位の間隔

をもつかということは,そ の勾配が同 じでないこ

とから身長の位置によって異なって くるが,い ま

身長 170mの 位置で比較 してみると,段階①の推

定平均値 53 8kOか ら段階②③④⑤へと,順 に,35
k9・ 42k9・ 48k,・ 77k9で あることがわかる。

さきの段階ごとの体重平均値の差が段階②から③

へ 25k,の小 さい間隔であることをみたが,回帰

直線によって身長を考慮 してみると42k9の間隔

のあることがわかる。

したがって,「肥っているJと 自己評価する段

階⑤は別 として,大づかみにいえば,各自己評価

段階の間には 4k9程度が目安とされているといえ

よう。

この 5本の自己評価段階ごとの回帰直線を47年

のそれと比較 したものが図 3である。これをみる
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図3 肥痩自己評価 5段階別にみた身長に対する体重の回帰直線

-47年と62年の比較 一

と,それぞれの段階において各 2本の回帰直線の

間隔は決 して一様ではないが,いずれの段階をみ

ても,62年の回帰直線の方が47年の回帰直線の下

側にある。すなわち,47年 と62年 とで同 じ①なら

①,②なら②と自己評価 した者どうしを比較 して

みると,62年の方力洵7年に比 して身長に対する体

重の付きが少ない, ということである。各段階に

おける身長に対する付きからみた体重減をここで

も身長 170mの場合でみてみ ると,段階①で は

22k9,段階②では 18k,,段階③では 08k9,

段階④では 20k9,段階⑤では 27k9である。表

2の体重 1変量の比較でみた,62年値の47年値に

比 して段階⑤を除いてプラスであったものが,身
長を加えた 2変量でみるとこのように大きくマイ

ナスを示 して くる。

段階をこみにした全体の身長に対する体重の回

帰直線にみる体重の付きはわずかとはいえ62年値

の方力滋7年値を上回っているにもかかわ らず ,肥

痩自己評価の各段階においては,体重の付きが明

らかにその逆な関係にあるということは,も し肥

痩自己評価の各段階の人数分布力望7年 と62年 とで

同 じであるならば多分各段階の回帰直線は62年の



方が47年よりいくぶん上回るか同じくらいであろ

うということを考えると,図 1にみたように,段

階①の47年の35%か ら62年の17%への減少が,47
年で①と自己評価 したと同 じ体重の付きの者でも

比較的体重の付きの多い,半数に相当する者が62

年では 1段階上げて②と自己評価 し,47年で②と

自己評価 したと同じ体重の付きの大半の者が62年

では③と自己評価するというように,次々と肥痩

自己評価段階の上昇移動の結果するところにはか

ならない。このことは,換言すれば,47年に比べ

て62年の方が明 らかに自分を太めに評価する傾向

がみ られる。ということである。

次に,自分の理想としての体重について,身長

に対する体重の回帰直線を導出してみると,段階
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をこみにした全体では図 2の破線にみるように,

47年 と62年の直線はきわめて相近い,つ まり身長

に対 して自分の理想 としてもつ体重のつきは15年

前といまと変わりがないということである6)。
直

線の勾配は現実の体重の回帰直線よりも大きく,

自分の理想とする体重と現実の体重とを比較する

と, 身長 170cmではほぼ同じ (615k9と 613k9)

であるが,身長がそれより大きくなるに従って

現実の体重よりも上側に理想とする体重を置く

ようになる。身長 180cmでは 695k9と 674k9で ,

21k9理想とする体重値の方が高い。

こんどは,図 4に よって,今回の調査について ,

自己評価段階ごとの,現実の体重の回帰直線 と理

想とする体重の回帰直線との関係をみると,段階

現在の体重の回帰直線

自分の理想とする体重の回帰直線

――― 身長に対する,

―――― 身長に対する,

180 身長cI

図4 肥痩自己評価 5段階別にみた身長に対する体重の回帰直線

一 現在の体重と自分の理想とする体重との比較

④
③

②
①
　
②
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①では現実直線の約 6k9上方に理想直線を置き,

段階②では現実直線の約 4k9上方に理想直線を置

き,段階③では両直線はほぼ同じ位置にあり,段
階④では現実直線の約 4k9下方に理想直線を置き ,

段階⑤では現実直線の約 9k9下方に理想直線を置

いていることがわかる。このように各理想直線は ,

それぞれ現実直線の高低の反映をみせながら,お
よそ 5k9の 幅におさまっていることがわかる。

3要 約

昭和62年度東京大学 1・ 2年生男子 1,272名 を

対象として質問紙法により調査 した,かれらの肥

痩意識と体格についての統計的分析に視点を置 く

この研究は,次の知見を明 らかにする。

肥痩の自己評価 5段階の分布を痩の側・普通・

肥の側の 3段階にまとめると,38%。 34%・ 28%
であった。これは,15年前の昭和47年に行った同

様の調査結果に比べると,痩の側への評価が20%
減り,普通段階への評価および肥の側への評価が

それぞれ10%増えている。つまり,15年前に比べ

て,それだけ自分をより肥の側へ評価する傾向が

みられる。

次に,身長に対する体重の回帰直線を導出して

昭和47年 と昭不u62年 とを比較 してみると,全体で

は62年の回帰直線の方が47年の回帰直線の上側 ,

つまり同一身長でみて体重の付きが上回っている。

しか し,肥痩自己評価段階ごとに両年度を比較す

ると,こ んどは逆に各段階において62年の回帰直

線の方が下側にある,つまり同一身長でみて「普

通である」と自己評価する段階の 08k9の ほかで

は 18～ 27k9も下回っている。 したがって,今
回の分析か ら,15年前の肥痩の自己評価 と比較 し

て,同 じ身長に対する体重の付きであってもそれ

れより高いランクに自己FIIす る傾向,すなわち

15年前よりも自分を太めに評価する傾向のあるこ

とがわかる。

次に,身長に対する自分の理想とする体重の回

帰直線を導出してみると,47年の回帰直線と62年

の回帰直線とがきわめて相近い,つ まり自分の理

想とする体重の付きは15年前と同 じであるという

ことができる。自分の理想とする回帰直線は

'=08(X-93)で 表わされる。 (つ まり身長か ら

93を引いて 8掛けする。 )

さらに,身長に対する体重の回帰直線と自分の

理想とする体重の回帰直線 との関係をみると,身
長 170 cn辺 ではほぼ同 じ体重を示すが,そ れより

身長の高いところでは理想の体重の方が現実の体

重を上回っている。自己評価段階ごとの理想とす

る体重の回帰直線は,現実の体重の高低の反映を

みせなが らも,「普通である」と自己評価する者

の示す回帰直線に近づき,その幅はおよそ 5 keの

範囲にある。
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